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訓練の成果が今ここに（第２３回檜原村消防操法大会　７月９日）

 P.５ 一般質問 8名　10問
P.10 臨時会が開催されました
P.12 新体制決まる
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議
案
第
31
号

消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
契
約
に
つ
い
て

（
説
明
）

　

老
朽
化
に
伴
い
、
第
１
分
団
第
２

部
の
ポ
ン
プ
車
を
入
れ
替
え
る
も
の

で
す
。

○
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

○
契
約
金
額　

２
千
350
万
800
円

○
契
約
の
相
手
方　

㈱
き
し
の
防
災

議
案
第
32
号

配
水
管
布
設
替
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て

（
説
明
）

　

老
朽
化
に
伴
い
、
小
沢
地
内
の
配

水
管
約
１
千
ｍ
の
布
設
替
を
行
う
も

の
で
す
。

○
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

○
契
約
金
額

１
億
３
千
35
万
６
千
円

○
契
約
の
相
手
方　

草
間
工
業
㈱

議
案
第
33
号

や
す
ら
ぎ
の
里
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
設
置
工
事
請
負
契
約
に
つ
い

て（
説
明
）

○
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

○
契
約
金
額

１
億
４
千
774
万
４
千
円

○
契
約
の
相
手
方　

㈱
武
田
組

議
案
第
34
号

村
営
住
宅
用
地
造
成
工
事
請
負
契
約

に
つ
い
て

（
説
明
）

○
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

○
契
約
金
額　

７
千
95
万
６
千
円

○
契
約
の
相
手
方　

翠
高
庭
苑
㈱

※
４
ペ
ー
ジ
の
総
務
委
員
会
報
告
に

詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議
案
第
35
号

檜
原
村
公
共
物
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

（
説
明
）

　

公
共
物
占
用
料
に
新
た
に
「
発
電

の
原
動
力
と
し
て
の
流
水
使
用
料
」

を
加
え
る
も
の
で
す
。

議
案
第
37
号

平
成
29
年
度
檜
原
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
次
）

（
説
明
）

　

補
正
額
４
千
74
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
36
億
３
千
374
万
円
と
し
ま
し

た
。

○
主
な
新
規
事
業

・
旧
北
檜
原
小
学
校
校
舎
改
修
等
調

査
業
務
委
託
料

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
ま
び
こ
車
両
購

入・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
交

付
金

議
案
第
38
号

平
成
29
年
度
檜
原
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

診
療
施
設
勘
定
（
第
１
次
）

（
説
明
）

　

補
正
額
806
万
２
千
円
を
増
額
し
、

総
額
を
２
億
２
千
606
万
２
千
円
と
し

ま
し
た
。

そ
の
他

議
案
第
36
号

檜
原
村
道
路
線
の
一
部
廃
止
及
び
変

更
に
つ
い
て

（
説
明
）

　

村
道
第
90
号
下
川
線
の
工
事
完
了

に
伴
い
、
村
道
路
線
の
一
部
廃
止
及

び
変
更
を
す
る
も
の
で
す
。

平成２９年第２回定例会
６月５日～６月１６日の１２日間、開催し、村長提出案件８件が

提出され、すべてが原案どおり可決されました。

このようなことを審議いたしました

契

　
　約

条

　
　例

補
正
予
算
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平成２９年第２回定例会で審議された議案と議決結果
議長　森田ちづよ　　全ての議案が全会一致で賛成となりました

区
分 議　　案　　名

1 2 3 5 6 7 8 9
議
決
結
果

清
水　

兵
庫

吉
川　
　

洋

山
嵜　

源
重

浜
中　

由
造

中
村　

賢
次

峰
岸　
　

茂

山
口　

和
彦

清
水　

満
男

契　
　
　

約

第 31 号 消防ポンプ車購入契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 32 号 配水管布設替工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 33 号 やすらぎの里木質バイオマスボイラー設置工事請負
契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 34 号 村営住宅用地造成工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

条　

例
第 35 号 檜原村公共物管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

そ
の
他

第 36 号 檜原村道路線の一部廃止及び変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

補
正
予
算

第 37 号 平成 29 年度檜原村一般会計補正予算（第 1 次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 38 号 平成 29 年度檜原村国民健康保険特別会計補正予
算（診療施設勘定第 1 次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議
員
提
出

第 3 号 檜原村議会議員の議員報酬等の特例に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議　　員　　名

議席番号

　傍聴される方は、議会事務局入口で「議会傍聴届」に必要事項を記入していただいた後、「議会傍聴券」

をお持ちになり議場へ入場してください。

　お問い合わせは議会事務局へ　☎５９８―１１２８

議会を傍聴しませんか
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総
務
委
員
会
は
６
月
８
日
に
開
催
し
、
所

管
事
務
調
査
１
件
と
常
任
委
員
会
に
よ
る
村

外
先
進
地
視
察
等
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

○
村
営
住
宅
用
地
造
成
工
事

　

契
約
金
額 

７
千
95
万
６
千
円

　

契
約
業
者　

㈱
翠
高
庭
苑

　

檜
原
村
で
は
、
定
住
化
の
た
め
の
重
点
施

策
と
し
て
村
営
住
宅
の
建
設
を
推
進
し
て
お

り
、
平
成
17
年
か
ら
31
世
帯
分
の
住
宅
を
建

設
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
村
に
対
し
て
は
以
前
よ

り
、
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の

成
長
と
共
に
住
宅
が
手
狭
に
な
る
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、今
回
村
で
は
、

上
元
郷
地
区
の
約
１
千
600
㎡
︵
約
500
坪
︶
の

村
有
地
を
造
成
し
、
既
存
の
住
宅
よ
り
一
回

り
大
き
な
住
宅
の
建
設
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
建
設
予
定
の
住
宅
は
、
戸
建
て
が

５
棟
︵
５
世
帯
︶、
集
合
住
宅
が
１
棟
︵
３

世
帯
︶
を
予
定
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

委
員
長　

山
口　

和
彦

　

産
業
建
設
委
員
会
は
６
月
９
日
に
開
催

し
、
所
管
事
務
調
査
１
件
と
常
任
委
員
会
に

よ
る
村
外
先
進
地
視
察
等
の
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

○
や
す
ら
ぎ
の
里
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
設
置
工
事

　

契
約
金
額
１
億
４
千
774
万
４
千
円

　

契
約
業
者 

㈱
武
田
組

　

檜
原
村
で
は
、
平
成
28
年
３
月
に
森
林
資

源
の
利
活
用
や
自
然
環
境
の
保
全
を
目
的
と

し
た
﹁
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
及
び
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
整
備
計
画
﹂
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
度
中
に
や

す
ら
ぎ
の
里
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を

設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
職

員
駐
車
場
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と

や
、木
質
チ
ッ
プ
を
燃
料
に
使
用
す
る
こ
と
、

ま
た
既
存
の
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
と
併
用
す
る
こ

と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
長　

峰
岸　
　

茂

総
務
委
員
会
報
告

　

総
務
委
員
会
は
６
月
８
日
に
開
催

し
、
所
管
事
務
調
査
１
件
と
常
任
委

員
会
に
よ
る
村
外
先
進
地
視
察
等
の

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

○
村
営
住
宅
用
地
造
成
工
事

　

契
約
金
額 

７
千
95
万
６
千
円

　

契
約
業
者　

㈱
翠
高
庭
苑

　

檜
原
村
で
は
、
定
住
化
の
た
め
の

重
点
施
策
と
し
て
村
営
住
宅
の
建
設

を
推
進
し
て
お
り
、
平
成
17
年
か
ら

31
世
帯
分
の
住
宅
を
建
設
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
村
に
対
し
て
は

以
前
よ
り
、
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
の
成
長
と
共
に
住
宅
が

手
狭
に
な
る
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
村
で
は
、
上

元
郷
地
区
の
約
１
千
600
㎡（
約
500
坪
）

の
村
有
地
を
造
成
し
、
既
存
の
住
宅

よ
り
一
回
り
大
き
な
住
宅
の
建
設
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
予
定
の
住
宅
は
、
戸

建
て
が
５
棟
（
５
世
帯
）、
集
合
住

宅
が
１
棟
（
３
世
帯
）
を
予
定
し
て

各
委
員
会
報
告

村営住宅用地（上元郷）視察

やすらぎの里視察

総 

務 

委 

員 

会 

報 

告

産
業
建
設
委
員
会
報
告
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質
問　

構
造
改
革
特
区
に
よ
り
、

じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
の
製
造
が
可
能
と

な
る
。
そ
こ
で
村
の
農
業
政
策
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

①
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
の
プ
ラ
ン
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
獣
害
に
関
す
る
抜
本
的
な
対
応
策

は
あ
る
の
か
。

③
村
の
農
業
に
関
す
る
将
来
設
計
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

村
長　

①
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
の
事
業

の
方
向
性
、
事
業
費
な
ど
を
分
析
・

調
査
し
、
実
現
可
能
性
、
事
業
化
を

検
討
す
る
た
め
の
入
札
を
、
提
案
方

式
に
よ
り
実
施
す
る
予
定
。

②
獣
害
は
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
国
で
は
鳥
獣
の
固
体
数
の
削

減
に
向
け
て
抜
本
的
な
鳥
獣
捕
獲
対

策
を
集
中
的
に
実
施
し
て
い
る
。
村

に
お
い
て
も
国
に
準
じ
、
対
応
を
講

じ
て
い
る
。

③
第
５
次
檜
原
村
総
合
計
画
や
総
合

戦
略
に
あ
る
基
本
目
標
に
よ
っ
て
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
農
業
振
興
を

推
進
し
て
い
る
。

質
問　

農
業
の
組
織
化
を
は
か
り
、

耕
作
放
棄
地
の
条
件
に
よ
っ
て
、
ガ

ラ
ス
ハ
ウ
ス
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等

を
構
築
し
、
管
理
農
業
を
目
指
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

産
業
環
境
課
長　

耕
作
放
棄
地
の
有

効
活
用
も
今
後
必
要
で
あ
る
。
管
理

農
業
に
よ
る
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
や
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
事
業
展
開
に
つ
い

て
は
、
用
地
の
確
保
や
組
織
づ
く
り

も
含
め
て
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以

下
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
村
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
現

状
に
つ
い
て
。

②
今
後
、
村
に
求
め
ら
れ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
村

は
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

村
長　

①
介
護
予
防
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
介

護
予
防
の
実
施
へ
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
。

②
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
村
の
実
情
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
資
源
の
発
掘
と
サ
ー
ビ
ス
資
源

を
活
用
し
た
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

質
問　

①
檜
原
村
は
面
積
が
広
範
囲

で
あ
る
た
め
、
一
人
の
福
祉
の
専
門

職
に
か
な
り
の
業
務
負
担
が
か
か
る

と
予
想
さ
れ
る
が
、
村
の
考
え
は
。

②
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置
完
了
時
期
は
。

福
祉
け
ん
こ
う
課
長　

①
地
域
社
会

と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
関
係
者
が
相
互
に
連
携
を

図
り
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
今
年
度
、１
名
の
配
置
を
完
了
し
た
。

質
問　

広
域
で
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。ま
た
、

そ
の
よ
う
な
動
き
は
な
い
の
か
。

福
祉
け
ん
こ
う
課
長　

西
多
摩
地
域

広
域
行
政
圏
協
議
会
に
介
護
保
険
の

分
科
会
を
設
置
し
、
そ
の
中
で
広
域

と
し
て
実
施
で
き
そ
う
な
事
業
に
つ

い
て
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

登壇８人 村政を問う
６月議会の一般質問は６月５日に行われました。６月議会の一般質問は６月５日に行われました。６月議会の一般質問は６月５日に行われました。
内容は、要約して受付順に掲載しています。内容は、要約して受付順に掲載しています。内容は、要約して受付順に掲載しています。

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問

議員

山
嵜

　源
重

檜原村の農業政策
について

地域特性を活かした農業振興を
推進している

議員

中
村

　賢
次

「これからの高齢者対策」
について

実情に合った生活支援を図る
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質
問　

村
は
本
年
新
規
事
業
と
し

て
、
高
齢
者
先
進
安
全
自
動
車
購
入

補
助
を
行
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
例

の
な
い
補
助
制
度
と
し
て
注
目
と
高

い
評
価
の
声
を
聞
い
て
い
る
。
そ
こ

で
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
こ
の
制
度
の
現
状
と
今
後
の
方
向

性
は
。

②
村
民
に
安
全
装
置
な
ど
の
つ
い
た

車
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
補
助
制
度

を
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
試
乗
体

験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
考
え

は
。

村
長　

①
５
件
の
電
話
等
の
問
い
合

わ
せ
、
補
助
金
交
付
申
請
書
に
つ
い

て
は
３
件
の
受
理
を
し
て
い
る
。
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
申
し
込
み

状
況
を
勘
案
し
対
応
し
た
い
。

②
安
全
装
置
付
き
自
動
車
の
試
乗
体

験
あ
る
い
は
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
の
実
施
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
と

調
整
を
図
り
検
討
し
た
い
。

質
問　

①
年
間
予
算
を
オ
ー
バ
ー
し

た
場
合
、
補
正
予
算
を
組
む
対
応
が

可
能
か
。

②
高
齢
者
ク
ラ
ブ
な
ど
に
ビ
デ
オ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き

る
か
。

福
祉
け
ん
こ
う
課
長　

①
希
望
者
が

10
名
を
超
過
し
た
場
合
は
、
補
正
予

算
で
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

②
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

が
あ
れ
ば
放
映
の
実
施
は
可
能
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
の
で
検
討
し
た
い
。

環
境
負
荷
の
少
な
い
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
・
導
入

を
進
め
て
い
る

質
問　

村
総
合
計
画
の
中
で
は
、「
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
環
境
負

荷
の
少
な
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
努
め
る
」
と
あ
る
。
そ
こ
で
以

下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
施

策
の
現
状
と
取
組
に
つ
い
て
。

②
自※

立
分
散
型
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

モ
デ
ル
で
あ
る
自※

立
型
ソ
ー
ラ
ー
ス

タ
ン
ド
普
及
促
進
事
業
を
導
入
で
き

な
い
か
。

村
長　

①
循
環
型
社
会
づ
く
り
と
し

て
、
太
陽
光
や
木
質
資
源
な
ど
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
環
境
負
荷

の
少
な
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
調
査
・
検
討
・
導
入
を
進
め
て
い

る
。

②
村
の
財
政
負
担
の
な
い
東
京
都
で

行
う
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

拡
大
に
向
け
た
補
助
事
業
で
あ
る
の

で
、防
災
施
策
や
観
光
施
策
も
含
め
、

導
入
に
つ
い
て
協
議
す
る
よ
う
担
当

部
署
に
指
示
を
行
っ
た
。

質
問　

自
立
型
ソ
ー
ラ
ー
ス
タ
ン
ド

を
、
観
光
と
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ

る
と
こ
ろ
に
設
置
で
き
な
い
か
。

産
業
環
境
課
長　

観
光
面
と
し
て
複

数
台
の
申
請
が
可
能
で
あ
る
と
考

え
、
集
客
力
の
あ
る
場
所
へ
の
設
置

を
考
え
て
い
る
。
村
の
地
域
特
性
の

実
情
に
即
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
進
め
る
と
と
も
に
普

及
啓
発
に
も
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

※
自
立
分
散
型
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

電
力
系
統
と
接
続
し
て
お
ら

ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
地
近
く

に
分
散
配
置
さ
れ
た
、
比
較
的
規

模
が
小
さ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

※
自
立
型
ソ
ー
ラ
ー
ス
タ
ン
ド

　

電
力
系
統
と
接
続
し
な
く
て

も
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
か
ら

の
電
気
の
み
で
携
帯
電
話
等
の
充

電
が
で
き
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
備
え

た
設
備

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
施
策
に
つ
い
て

議員

浜
中

　由
造

高齢者ドライバー事故防止
のための施策対応について

希望者が 10 名を超過した場合は
補正予算での対応を考えている
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質
問　

①
ひ
の
は
ら
緑
（
力
）
創
造

事
業
の
現
状
に
つ
い
て

②
ひ
の
は
ら
緑
（
力
）、
創
造
事
業

の
今
後
の
方
向
性
と
事
業
展
開
に
つ

い
て

村
長　

①
沿
道
景
観
を
整
備
し
、
美

し
い
村
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
た

め
、
都
道
・
村
道
の
沿
道
の
樹
木
の

伐
採
・
搬
出
や
樹
種
変
換
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。景
観
が
整
備
さ
れ
、

地
元
が
活
性
化
さ
れ
た
と
い
う
話
も

多
く
聞
い
て
い
る
。

②
雇
用
の
確
保
、
沿
道
及
び
村
道
の

景
観
の
確
保
、
産
業
・
観
光
振
興
な

ど
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

こ
の
事
業
を
積
極
的
に
支
援
し
、
展

開
す
る
こ
と
で
副
次
的
効
果
も
期
待

で
き
る
と
考
え
る
。

質
問　

①
現
在
秋
川
は
、
カ
ワ
ウ
の

被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
が
、
河
川

の
木
の
伐
採
は
で
き
な
い
か
。

②
払
沢
の
滝
に
お
け
る
ジ※

ッ
プ
ラ
イ

ン
の
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

産
業
環
境
課
長　

①
土
地
所
有
者
の

承
諾
が
得
ら
れ
、
景
観
が
よ
く
な
る

よ
う
な
場
所
は
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

②
実
施
場
所
に
つ
い
て
地
主
と
の
調

整
を
事
業
者
が
行
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

質
問　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
連
携

し
、
ひ
の
は
ら
緑
（
力
）
創
造
事
業

を
使
い
、
檜
原
村
の
価
値
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

産
業
環
境
課
長　

ひ
の
は
ら
緑（
力
）

創
造
事
業
を
積
極
的
に
事
業
展
開

し
、
あ
わ
せ
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
を
図
り
た
い
。

※
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン

　

森
の
中
に
張
っ
た
ワ
イ
ヤ
を
、

滑
車
を
使
っ
て
滑
り
降
り
る
遊
び

質
問　

①
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る

た
め
、
村
で
は
ど
の
様
な
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

②
全
国
各
地
で
試
み
ら
れ
て
い
る
¬

耕
作
放
棄
地
を
集
約
す
る
仕
組
み
づ

く
り
」
に
つ
い
て
の
村
の
考
え
は
。

村
長　

①
休
耕
地
の
情
報
収
集
の
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
。
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る
対
策

に
つ
い
て
法
的
な
部
分
も
含
め
て
今

後
検
討
し
た
い
。

②
農
地
の
再
生
を
実
施
し
て
い
る
自

治
体
の
状
況
等
を
調
査
、
研
究
し
て

い
き
た
い
。

質
問　

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

②
耕
作
す
る
た
め
に
は
機
械
化
が
必

要
で
あ
り
、
傾
斜
地
対
応
の
耕
運
機

の
試
作
が
で
き
な
い
か
。

産
業
環
境
課
長　

①
所
有
者
の
66
％

の
方
が
耕
作
し
て
い
な
い
。
今
後
の

使
い
方
は
33
％
の
方
が
耕
作
し
な
い

予
定
で
あ
り
、
耕
作
す
る
予
定
の
方

は
29
％
と
な
っ
て
い
る
。

②
耕
運
機
の
改
造
の
可
能
性
や
、
安

全
性
の
確
保
の
確
認
が
で
き
な
い
の

で
今
後
調
査
、
研
究
し
た
い
。

質
問　

耕
作
農
家
等
に
観
光
農
園
や

体
験
農
業
が
で
き
る
よ
う
働
き
か
け

ら
れ
な
い
か
。

産
業
環
境
課
長　

事
業
を
実
施
し
よ

う
と
す
る
法
人
や
会
社
が
あ
れ
ば
、

支
援
し
た
い
と
考
え
る
。
農
協
、
観

光
協
会
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
も

連
携
し
、
耕
作
放
棄
地
の
対
策
に
つ

い
て
調
査
、
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

議員

山
口

　和
彦

ひのはら緑（力）創造事
業の今後の事業展開は

積極的に事業展開し、あわせて
エコツーリズムの推進を図りたい

議員

清
水

　満
男

耕作放棄地の対応策に
ついて

耕作放棄地を解消する対策につ
いて法的な部分も含めて今後検
討したい
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質
問　

高
齢
化
の
進
む
村
で
、
今
後

の
課
題
と
な
る
、
一
人
・
二
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
が
住
み
続
け
ら
れ
る
村

の
施
策
と
し
て
集
落
再
編
も
一
つ
の

方
策
と
考
え
る
が
、
同
時
に
移
住
者

を
増
や
す
方
策
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
以
下
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　

村
の
中
心
地
に
住
宅
を
建
て
、
冬

期
に
は
、
冬
期
の
生
活
に
不
自
由
を

感
じ
て
い
る
方
が
住
み
、
夏
期
に
は

村
に
興
味
の
あ
る
方
に
住
ん
で
も
ら

う
こ
と
で
、
将
来
的
に
定
住
に
繋
げ

て
い
く
社
会
実
験
と
し
て
考
え
ら
れ

な
い
か
。

村
長　

住
み
続
け
ら
れ
る
村
と
す
る

た
め
に
、
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で

が
住
み
続
け
ら
れ
る
事
を
目
標
に
、

各
種
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

現
在
の
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
よ

り
快
適
に
住
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

社
会
資
本
整
備
と
し
て
、
下
水
道
・

福
祉
モ
ノ
レ
ー
ル
・
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー

等
を
整
備
し
て
い
る
。

　

集
落
再
編
は
、
過
去
、
数
度
話
題

に
な
っ
た
が
、
現
在
は
進
め
る
予
定

は
な
い
。

　

提
案
は
移
住
者
の
定
住
化
策
と
し

て
非
常
に
興
味
は
あ
る
が
、
住
宅
確

保
等
に
課
題
が
あ
る
の
で
、
従
来
の

住
宅
の
整
備
を
行
い
つ
つ
、
課
題
を

整
理
し
、
他
団
体
の
事
例
等
を
参
考

に
、
村
に
と
っ
て
良
い
方
法
を
検
討

し
た
い
と
考
え
る
。

質
問　

村
内
の
観
光
地
に
は
ベ
ン
チ

の
数
が
少
な
い
。
ベ
ン
チ
の
整
備
は

観
光
立
村
を
標ひ
ょ
う
ぼ
う榜す
る
村
と
し
て
必

要
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
伺
う
。

①
現
在
、
村
内
に
観
光
用
と
し
て
整

備
さ
れ
た
ベ
ン
チ
は
何
基
あ
る
か
。

②
今
後
ベ
ン
チ
を
導
入
す
る
予
定

は
。

③
ク※

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ

る
手
法
に
つ
い
て
、
村
の
考
え
は

村
長　

①
村
内
に
は
払
沢
の
滝
、
浅

間
嶺
な
ど
に
東
京
都
が
整
備
し
た
も

の
が
25
基
あ
る
。

②
村
が
整
備
し
た
ベ
ン
チ
は
な
く
、

整
備
予
定
は
な
い
が
必
要
に
応
じ
整

備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

③
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ

る
ベ
ン
チ
本
体
の
寄
附
に
つ
い
て

は
、
今
後
調
査
・
研
究
を
行
い
、
導

入
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考
え

る
。

質
問　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
よ
る
ベ
ン
チ
の
導
入
に
つ
い
て
、

以
下
の
手
法
を
提
案
し
た
い
。

①
ベ
ン
チ
の
整
備
は
寄
付
金
で
は
な

く
、
ベ
ン
チ
本
体
と
し
、
檜
原
産
材

を
用
い
、
村
内
の
業
者
に
製
作
、
設

置
を
依
頼
す
る
。

②
デ
ザ
イ
ン
、
サ
イ
ズ
、
価
格
、
設

置
場
所
は
村
が
定
め
る
。

③
寄
付
さ
れ
た
ベ
ン
チ
へ
は
寄
付
者

名
を
記
し
た
記
念
プ
レ
ー
ト
を
取
り

付
け
る
。

④
寄
付
の
公
募
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
広
報
等
で
行
う
。

産
業
環
境
課
長　

観
光
協
会
、
都
レ

ン
ジ
ャ
ー
な
ど
の
意
見
を
伺
い
調

査
・
研
究
し
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

※
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
通
じ

て
不
特
定
多
数
の
人
に
呼
び
か

け
、
広
く
寄
付
金
な
ど
資
金
を
集

め
る
方
法

議員

清
水

　兵
庫

住み続けられる村と
するために

どのような方法が良いか検討す
る

議員

峰
岸

　
　茂

村内観光地における
ベンチの導入について

観光協会、都レンジャーなどの
意見を伺い調査・研究し検討す
る
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質
問　
「
め
る
か
檜
原
」
が
設
立
さ

れ
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
が
、
本

社
の
決
算
状
況
と
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
、

塵
芥
収
集
、
神
戸
の
国
際
マ
ス
釣
場

の
各
事
業
の
実
施
状
況
と
評
価
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
る
。

村
長　

本
社
の
売
上
高
は
６
千
22
万

円
余
で
あ
り
、
経
常
利
益
は
約
882
万

の
赤
字
と
な
っ
た
。

　

ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
の「
か
あ
べ
え
屋
」

は
、
一
日
平
均
14
万
円
程
度
の
売
上

げ
で
、
利
用
者
は
日
平
均
154
人
、
年

間
の
売
上
高
は
３
千
605
万
円
余
で
、

予
定
売
上
高
よ
り
も
2.4
倍
の
実
績
と

な
っ
た
。
塵
芥
収
集
は
、
平
成
29
年

度
の
見
込
み
で
約
３
千
413
万
円
で
、

森
林
組
合
か
ら
「
め
る
か
檜
原
」
に

委
託
先
が
変
更
後
も
苦
情
な
ど
は
寄

せ
ら
れ
て
い
な
い
。
神
戸
の
マ
ス
釣

場
は
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
厨
房
改
修
工

事
を
行
っ
て
、
宴
会
や
祭
り
等
の

オ
ー
ド
ブ
ル
を
つ
く
り
好
評
を
得
て

い
る
。

質
問　

ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
の
赤
字
は
約

627
万
円
で
、
当
初
計
画
の
438
万
円
よ

り
も
拡
大
し
て
い
る
。

　

企
業
経
営
は
売
上
高
よ
り
実
質
が

問
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
又
、
村
内

の
お
店
等
へ
の
影
響
や
高
齢
者
へ
の

買
い
物
支
援
の
現
状
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長　

お
店
へ
の
影
響
等

に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
お
店
の

方
々
に
聞
い
て
い
き
た
い
。

　

買
い
物
支
援
は
、
今
は
高
齢
者
へ

の
見
守
り
を
中
心
に
や
っ
て
い
る
。

来
訪
者
か
ら
評
価
さ
れ
て
、
特
に
課

題
は
な
い

質
問　

①
国
指
定
の
重
要
文
化
財
で

あ
る
小
林
家
住
宅
の
モ
ノ
レ
ー
ル
が

再
開
し
た
。
私
も
時
々
は
訪
問
し
て

い
る
が
、
現
場
で
働
く
方
々
の
対
応

は
大
変
に
良
い
と
感
じ
て
い
る
。
現

地
で
は
小
林
家
住
宅
へ
の
訪
問
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
実
施
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
来
訪
者
の
声
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
対

応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

②
小
林
家
住
宅
の
周
辺
環
境
は
自
然

に
恵
ま
れ
て
素
晴
ら
し
い
が
、
同
時

に
四
季
折
々
の
季
節
の
変
化
を
楽
し

め
る
よ
う
な
植
栽
計
画
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
？

③
モ
ノ
レ
ー
ル
の
位
置
変
更
前
と
変

更
後
の
利
用
実
績
比
較
は
ど
う
か
。

さ
ら
に
は
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

①
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ

ば
、
評
価
の
声
が
多
い
。
要
望
等
に

つ
い
て
は
、
月
１
度
実
施
し
て
い
る

「
小
林
家
住
宅
管
理
員
の
定
例
会
」

で
協
議
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

②
植
栽
計
画
は
、
小
林
家
住
宅
保
存

活
用
計
画
に
基
づ
い
て
、
現
在
の
自

然
環
境
と
調
和
し
た
状
態
を
維
持
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
良
好
な
景

観
維
持
を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

③
モ
ノ
レ
ー
ル
の
位
置
変
更
で
の
影

響
は
な
い
と
考
え
る
が
、
天
候
に
よ

る
来
訪
者
の
影
響
は
大
き
い
と
思
わ

れ
る
。

議員

吉
川

　
　洋

（株）めるか檜原
について

数値では難しいが評価は良いと
思う

小
林
家
住
宅
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
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平成２９年第１回臨時会
　村議会議員の人事のため、５月 10 日に臨時会を開催しました。

村長提出案件３件についても審議され、すべてが原案どおり可決されました。

議
案
第
28
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
檜
原
村
税
賦
課
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

（
説
明
）

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
個

人
住
民
税
の
軽
減
措
置
に
関
す
る

適
用
期
限
の
延
長
や
、
固
定
資
産

税
の
災
害
に
関
す
る
特
例
措
置
等

を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
29
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
檜
原
村
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
）

（
説
明
）

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
軽

減
措
置
に
係
る
軽
減
判
定
所
得
の

算
定
方
法
の
変
更
す
る
も
の
で
す
。

平成２９年第１回臨時会で審議された議案と議決結果
議長　森田ちづよ　　全ての議案が全会一致で賛成となりました

区　

分 議　　案　　名

1 2 3 5 6 7 8 9
議
決
結
果

浜
中　

由
造

中
村　

賢
次

吉
川　
　

洋

峰
岸　
　

茂

清
水　

兵
庫

山
嵜　

源
重

山
口　

和
彦

清
水　

満
男

条　

例

第 28 号 専決処分の承認を求めることについて
（檜原村税賦課徴収条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 29 号 専決処分の承認を求めることについて
（檜原村国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議　　員　　名

議長　森田ちづよ　　全ての議案が全会一致で賛成となりました

区　

分 議　　案　　名

1 2 3 5 6 7 8 9
議
決
結
果

清
水　

兵
庫

吉
川　
　

洋

山
嵜　

源
重

浜
中　

由
造

中
村　

賢
次

峰
岸　
　

茂

山
口　

和
彦

清
水　

満
男

人　

事
第 30 号 檜原村監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議　　員　　名

条

　例

議
案
第
30
号

檜
原
村
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

（
説
明
）

山
嵜
源
重
監
査
委
員
の
辞
職
に

伴
い
、
新
た
に
中
村
賢
次
氏
が

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

人

　事

議席番号

議席番号



檜原村議会構成一覧表

ひのはら議会だより

ひのはら 議会だより
No.150 　　2017. 8. 111

委　員　会　等

1 2 3 4 5 6 7 8 9

清
水　

兵
庫

吉
川　
　

洋

山
嵜　

源
重

森
田
ち
づ
よ

浜
中　

由
造

中
村　

賢
次

峰
岸　
　

茂

山
口　

和
彦

清
水　

満
男各 　 種 　 委 　 員 　 会 　 名 人

数

総 務 常 任 委 員 会 委 員 5 ○ ○ ○ 副 正

産 業 建 設 常 任 委 員会 委 員 4 副 ○ 正 ○

議 会 運 営 委 員 会 委 員 5 正 副 ○ ○ ○

檜 原 村 監 査 委 員 1 ○

阿伎留病院企業団議会議員 2 監 ○

西 秋 川 衛 生 組 合 議 会 議 員 2 ○ ○

秋川流域斎場組合議会議員 2 ○ ○

檜原村国民健康保険運営協議会委員 2 ○ ○

檜原村民生委員推薦会委員 1 ○

檜原村青少年問題協議会委員 2 ○ ○

議会だより編集委員会委員 4 副 ○ 正 ○

正＝委員長　副＝副委員長　監＝監査

議　　員　　名

議席番号
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仕
事
帰
り
に
、
ふ
と
夜
空

を
見
上
げ
た
ら
、
ま
た
た
く

星
の
姿
が
目
に
入
り
ま
し

た
。
満
天
の
星
の
輝
き
は
い

つ
も
私
の
心
を
癒
し
て
く
れ

ま
す
。
縦
に
長
い
日
本
列
島

は
、
北
と
南
で
夜
空
の
見
方

も
異
な
り
ま
す
。

　

北
海
道
な
ど
で
は
太
陽
活

動
が
活
発
な
時
期
、
北
の
空

に
オ
ー
ロ
ラ
が
出
現
し
、
沖

縄
最
南
端
の
有
人
島
で
あ
る

波
照
間
島
は
、
南
十
字
星
を

眺
め
よ
う
と
多
く
の
天
文

フ
ァ
ン
が
や
っ
て
く
る
と
聞

き
ま
す
。
オ
ー
ロ
ラ
は
国
内

で
は
な
じ
み
が
薄
い
で
す

が
、
実
は
古
く
か
ら
観
測
の

記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

藤
原
定
家
の
「
名
月
記
」
で

は
、
鎌
倉
時
代
の
１
２
０
４

年
に
京
都
で
夜
空
が
光
る
赤

気
（
オ
ー
ロ
ラ
）
が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
人

は
古
く
か
ら
星
に
さ
ま
ざ
ま

な
望
み
を
託
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
夏
、
檜
原
の
夜
空

を
見
上
げ
、
童
心
に
返
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
願
い
を
星
に
託
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

今
後
も
わ
か
り
や
す
く
、

そ
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
よ
り
新
た
な
メ
ン

バ
ー
で
編
集
い
た
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
浜
中
）

委
員
長　

浜
中　

由
造

副
委
員
長　

清
水　

兵
庫

委　
　

員　

吉
川　
　

洋

〃　
　

山
口　

和
彦

　

去
る
５
月
10
日
に
第
１
回
檜

原
村
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
新
議
長
・
新
副
議
長
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
よ

り
村
政
発
展
の
た
め
に
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
５
月
10
日
の
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
再
び
議
長
に
就
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
決
機
関
で
あ
る
議
会
と
執
行
機

関
で
あ
る
村
側
が
、﹁
車
の
両
輪
と

し
て
﹂
対
等
な
立
場
の
も
と
に
議
論

を
交
わ
し
、
村
民
の
た
め
の
よ
り
良

い
村
政
の
実
現
が
で
き
る
よ
う
、
精

一
杯
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
円

滑
な
議
会
運
営
を
図
り
、
村
民
の
信

頼
に
応
え
、
村
の
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
尽
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
村
議
会
へ
の
更
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
副
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

微
力
な
が
ら
森
田
議
長
を
補
佐

し
、
地
方
分
権
時
代
に
適
応
し
た
議

会
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
村
民
が
快
適
で
安
全
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
、
自
然
豊
か

で
人
々
が
住
み
た
く
な
る
村
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力

い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

新
体
制
決
ま
る

議
長　

森
田　

ち
づ
よ

副
議
長　

清
水　

満
男

議会だよりに「声」をお寄せください
　お気軽にご意見・ご要望をお聞かせ下さい。お寄せいただいた意見は
議員全員に配布し、今後の議会運営の参考にさせていただきます。

お問い合わせは、議会だより編集委員会へ
　TEL５９８－１１２８　FAX５９８－１００９　
　Email:gikai@vill.hinohara.tokyo.jp

編

　集

　後

　記




